
省エネルギー等に関する国際標準の獲得・普及促進事業委託費 
平成30年度予算額 27.0億円（22.0億円） 

事業の内容 

条件（対象者、対象行為、補助率等） 

国 民間企業等 
委託 

事業イメージ 

事業目的・概要 
第4次産業革命の時代を迎え、新市場の創造や技術の社会実装の
ために、標準化の戦略的な推進が極めて重要になっています。

 このため本事業では、あらゆるモノやサービスをつなぐための異業種間
連携等が必要な分野や、先端技術に関するルールの整備に必要とな
る分野等において、我が国が強みを有する省エネルギー等に関する製
品・システム等について、関連技術情報や実証データの収集、国際標
準原案の開発・提案、国際標準の普及を見据えた試験・認証基盤
の構築等を実施します。

 また、市場が立ち上がる前から世界で標準や規制の議論がなされてい
る現状を踏まえ、我が国産業界がグローバル市場における優位を確
保するため、新規分野の国際標準化戦略に係る調査研究、標準化
の戦略的活用に係る啓発・情報提供、次世代標準化人材（国際
標準化機関の国際幹事・議長候補等）の育成等を行います。

成果目標 
平成26年度から平成34年度までの9年間の事業であり、本事業を
通じて国際標準を国際標準化機関に提案し、(3年程度を要する国
際標準化機関での審議を経て)平成37年度までに累計350件の国
際標準の発行を目指します。(平成28年度までに46件を発行済)

我が国の国際標準化戦略を強化するための体制構築 

新規分野の国際標準化戦略に係る調査研究
• 今後の重点分野の特定・標準化戦略の構築に必要な、諸外国の規制や
フォーラムを含む海外の標準化動向等についての情報収集・分析 等

国際標準化機関等対策活動
• 他国提案への対応、海外標準化機関との標準化協力、日本での国際会
議開催 等

標準化の戦略的活用に係る啓発・情報提供(セミナー、個別相談)
次世代標準化人材育成

• 国際会議でのOJTによるスキル・ノウハウの習得 等

省エネルギー等に関する国際標準開発(テーマ例) 

産業技術環境局 基準認証政策課 
03-3501-9232

自動走行システム 

高速道路走行時、システムからの提案に対するドライバ承認、もしくは
ドライバ指示にて、単一の車線変更動作を自動化するシステムの機能
要件、動作要件やその試験法を標準化 

後続車挙動判断 

白線認識 
前方車認識 

自動操舵ウィンカー 
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